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電子顕微鏡的には， 2.5% グノレターノレアノレデヒド (OOC...... 40 C, pH 7. 4) 2 時間固定ののち，
Millonig の固定液にて 1 時間再固定し，以後通法に従い Epon 包埋 (Luft)，超薄切片作成のの
ち Uranyl acetate (watson)-酢酸鉛 (Mi11onig) 重染色を行ない超徴構造を観察した。電子顕
微鏡的酵素組織化学的研究として， ALP は Gomori の Calcium Lead Modification, ACP は
Gomori の方法を用いた。
光学顕微鏡的所見は人および犬ともに胞状管状構造を示し， Alcian Bl ue, Periodic Acid Schiff 







豊富で粗面小胞体が発達し，比較的 density の高い Osmiophilic な円形頼粒が認められた。粘
液細胞は amorphous な density の低い粘液頼粒で細胞質の大部分を充満し，細胞の基底部には
庄偏された核，小胞体，およびミトコンドリア等の Organella が偏在していた。粘液細胞にみら
れる Golgi 体は Golgi 野といえる様な典型的な像を示さず，大小様々な粘液頼粒の問には膜系
の Organella 特に滑面小胞体や Golgi lamellae が存在し，その周囲がだんだんと膨れあがり分
泌頼粒への移行がうかがわれた。筋上皮細胞は類円形または楕円形の核を有し細胞質は細線維構























た人および犬の口蓋腺腺細胞の超徴構造と Alkaline phosphatase および Acid phosphatase の
超徴的局在性について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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